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① 議会活動について 

 

 ・ 議会議論において対案・提案が低調である。 

 ・ 常任委員会が６人だと議論が深化しないのでは。 

 ・ 議会だよりは熟読していないが情報が素通りしているのでは。 

 ・ 情報を受ける側の市民の努力も必要では。 

 ・ 議会一般質問が一方通行になっているようで議論になっていない。 

 ・ 傍聴、議会だより、新聞などで議会活動はある程度、分かるがもっと「情報発信」をし

て欲しい。 

 ・ 普段あまり気にしていない。 

 ・ 地元新聞を読んでも「質問成果」が分からない。 

 ・ マスコミももっと批評してもいいのでは。 

 ・ 身近に感じない。 

 ・ セレモニー化しているのでは。 

 

③ 議員定数について 

 

 ・ 定数の決め方の根拠が分からない。 

 ・ 現状でより活発になれば良い。 

 ・ いい仕事をするには定数を増やし報酬もアップするのがいいのでは。 

 ・ 定数は財政によるところが大きいがこれ以上報酬を下げるのは難しいのでは。 

 ・ 定数は議員の意向によるところが大きい。 

 ・ 現状、何をやっているのか分からないが大変そうな気がする。 

 ・ 議員の意向が分からない。 

 ・ 仕事の量、内容をもっと発信しては。 



 ・ 議員が働きながら食えることが必要。 

 ・ 当選ラインを上げるのは議員のなりてが減るのでは。 

 ・ 定数減は市民の声が反映されないのでは。 

 

 

○ まとめ 

 

  （班として意向をはかってみると７人中） 

   定数減 ０名、現状 ５名、増１名、分からない１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


